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つ
な
ぐ

棚
田
遺
産

　      

～
令
和
の
百
選
が
誕
生

『
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
～
』の
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
地
域
振
興
課

中
山
間
地
域
・
日
本
型
直
接
支
払
室 

堂
元 

咲
子

1
9
9
9
年
の
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
の
選
定
か

ら
実
に
23
年
の
歳
月
を
経
て
、
今
年
つ
い
に
新
百

選
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
棚
田
保
全
史
に
お
い
て

こ
の
新
百
選
に
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
の
か
？
前
百

選
と
の
違
い
は
あ
る
の
か
？
選
定
省
で
あ
る
農
林

水
産
省
の
堂
元
さ
ん
、
そ
し
て
選
定
委
員
で
も
あ

る
中
島
名
誉
代
表
の
解
説
で
探
り
ま
す
。
す
べ
て

の
選
定
地
も
一
覧
で
掲
載
し
た
大
特
集
で
す
。

は
じ
め
に

　

日
本
の
棚
田
の
多
く
は
、
長
い
歴
史
を
有
し
、
国
民
へ
の
食
料
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の

形
成
、
伝
統
文
化
の
継
承
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
面
的
な
機
能
を
有
す
る
棚
田
に
つ
い

て
、
そ
の
保
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
農
林
水
産
省
は
平
成
11
年
に
、
優
れ
た
棚
田
1
3
4
地
区
を

「
日
本
の
棚
田
百
選
」
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
棚
田
地
域
の
現
状
は
厳
し
く
、
担
い
手
の
減
少
や
農
家

の
高
齢
化
等
に
よ
り
従
来
の
よ
う
な
保
全
活
動
が
難
し
く
な
り
、
棚
田
は
荒
廃
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
捉
え
、
令
和
元
年
に
は
待
望
の
棚
田
地
域
振
興
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
着
実
に
、

棚
田
地
域
の
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
で
は
、
棚
田
地
域
の
振
興
に
関
す
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
評
価
し
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
、
棚

田
地
域
の
活
性
化
や
棚
田
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
改
め
て
優
良
な
棚
田
を
認
定
す
る
ポ
ス
ト
棚
田
百
選
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の

誇
り
を
未
来
へ
～
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
棚
田
百
選
の
名
称
に
つ
い
て

　

本
取
り
組
み
を
広
く
周
知
す
る
た
め
に
、
以
下
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
名
称
を
公
募
し
ま
し
た
。

①  

維
持
・
保
全
等
の
努
力
の
上
に
成
り
立
つ
優
れ
た
棚
田
を
評
価
す
る
趣
旨
を
表
す
名
称

②  

選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
棚
田
を
維
持
・
管
理
す
る
人
が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
名
称

③  

棚
田
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
親
し
み
や
す
い
名
称

農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
募
フ
ォ
ー
ム
を
設
け
、
１
か
月
間
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
4
7
3
件
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
名
称
は
、「
つ
な
ぐ
」
な
ど
の
文
言
を
含
む
将
来
へ
の
継
承
や
希
望
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
や
、「
日
本
」

と
い
う
文
言
を
含
む
日
本
人
の
心
や
日
本
の
原
風
景
、日
本
の
自
然
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
、「
ふ
る
さ
と
」
や
「
故

郷
」
な
ど
の
文
言
を
含
む
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
、「
遺
産
」
な
ど
の
文
言
を
含
む
時
代
や
歴
史
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

特
集

つなぐ棚田遺産  募集ポスター
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特集

つなぐ棚田遺産 ～ 令和の百選が誕生

　

外
部
有
識
者
か
ら
な
る
委
員
会
で
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
取
り
組
み
の
名
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
「
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
～
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
未
来
へ
～
」（
以
下
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」）
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。「
つ
な
ぐ
」
と
い
う

文
言
に
は
、「
未
来
へ
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
意
味
や
「
人
と
人
と
を
繋
げ
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

選
定
・
認
定
に
つ
い
て

　

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
選
定
基
準
は
、
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
の
棚
田
百
選
の
選
定
基
準
を

踏
ま
え
つ
つ
、
令
和
元
年
に
施
行
さ
れ
た
棚
田
地
域
振
興
法
の
基
本
理
念
の
視
点
を
加
え
次
の
と
お
り
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

①  

次
の
要
件
を
満
た
す
棚
田
で
あ
る
こ
と

　

  

・
積
極
的
な
維
持
・
保
全
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
今
後
も
そ
の
取
り
組
み
が
継
続
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

　

  

・
原
則
と
し
て
、
勾
配
が
20
分
の
１
以
上
の
一
団
の
棚
田
が
１
ha
以
上
あ
る
こ
と

　

  

・
棚
田
を
含
む
地
域
の
振
興
に
係
る
取
り
組
み
に
多
様
な
主
体
・
多
世
代
が
参
加
し
て
い
る
こ
と

②  

次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
関
す
る
取
り
組
み
が
優
れ
た
棚
田
で
あ
る
こ
と

　
  

・
農
産
物
の
供
給
の
促
進

　
  

・
国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養

　

  
・
自
然
環
境
の
保
全

　

  

・
良
好
な
景
観
の
形
成

　

  

・
伝
統
文
化
の
継
承

　

  

・
棚
田
を
核
と
し
た
地
域
の
振
興

　

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
多
数
の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
２
月
14
日
に
開
催
さ

れ
た
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
選
定
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
選
定
基
準
に
基
づ
き
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
2
7
1
棚
田

が
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
の
取
り
組
み
周
知
を
図
る
た
め
に
、「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、山
間
部
に
位
置
す
る
「
棚
田
」
を
「
山
」
と
「
稲
穂
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
す
る
と
と
も
に
、

日
本
を
象
徴
す
る
「
日
の
丸
」
と
掛
け
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
地
域
の

皆
様
に
、
幅
広
く
活
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
農
林
水
産
省
に
使
用
規
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
選
定
さ
れ
た
棚
田
は
、
令
和
４
年
３
月
25
日
に
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
認
定
式
（
W
E
B
）
を
開
催
し
農
林
水
産
大

臣
名
で
の
認
定
証
を
授
与
し
ま
し
た
。

つなぐ棚田遺産選定つなぐ棚田遺産  ロゴマーク

つなぐ棚田遺産認定証授与式で祝辞を
述べる金子大臣
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沢
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沢
棚
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上
川
郡
東
川
町 

東
川
棚
田 

青
森
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黒
石
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大
川
原
棚
田

岩
手
県 
遠
野
市 

旧
宮
守
村
棚
田 

 
一
関
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山
吹
棚
田 ※

 
 

 

金
山
棚
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宮
城
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登
米
市 

津
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地
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棚
田 

 

伊
具
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森
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大
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山
本
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藤
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横
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山
形
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蔵
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上
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棚
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村
山
市 
中
沢
棚
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尾
花
沢
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高
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棚
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明
光
寺
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棚
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東
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郡
山
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大
蕨
の
棚
田  ※

 
 

西
村
山
郡
朝
日
町 

椹
平
の
棚
田  ※

 
 

最
上
郡
大
蔵
村 

四
ヶ
村
の
棚
田  ※

 
 

西
置
賜
郡
白
鷹
町 

白
鷹
北
部
地
区
棚
田
群 

 

飽
海
郡
遊
佐
町 

藤
井
の
棚
田 

福
島
県 

喜
多
方
市 

上
堰
棚
田 

 

二
本
松
市 

東
和
の
布
沢
棚
田 

 
 

西
谷
棚
田 

栃
木
県 

芳
賀
郡
茂
木
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入
郷
石
畑
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棚
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那
須
郡
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珂
川
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小
砂
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棚
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坂
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千
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鴨
川
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山
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川
代
柿
ノ
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棚
田 

神
奈
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山
梨
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平
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田 
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潟
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長
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比
礼
カ
カ
シ
ア
ー
ト
棚
田 

 

三
条
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北
五
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川
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棚
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崎
市 

花
坂
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梨
ノ
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上
輪
新
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寺
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十
日
町
市 

蒲
生
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田 
 

 

儀
明
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戸
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山
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潟
県 
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市 
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又
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留
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棚
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三
桶
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棚
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蓬
平
の
棚
田 

 

上
越
市 

筒
方
地
区
の
棚
田
群 

 
 

名
水「
大
出
口
泉
水
」

 
 

　
　
　
　 流
れ
る
棚
田
群

 
 

櫛
池
の
棚
田
群

 
 

正
善
寺
の
棚
田 

 
 

角
間
の
棚
田 

 
 

お
ぐ
ろ
の
棚
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群 

 
 

川
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も
よ
り
棚
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群 

 

佐
渡
市 

岩
首
昇
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棚
田
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見
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棚
田 

 
 

小
倉
千
枚
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片
野
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棚
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北
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達
者
棚
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月
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胎
内
市 

鍬
江
の
棚
田 

 

中
魚
沼
郡
津
南
町 

結
東
の
石
垣
田 

富
山
県 

富
山
市 

河
西
の
棚
田

 
 

三
乗
の
棚
田  ※

 
氷
見
市 

胡
桃
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長
坂
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南
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市 
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田 

石
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白
米
千
枚
田  ※
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神
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山
市 
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郡
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町 

大
笹
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鳳
珠
郡
能
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町 
黒
川
棚
田 

 
 

当
目
千
石
棚
田

福
井
県 

小
浜
市 

か
ん
に
ゃ
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郡
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町 
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田 
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野
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野
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田
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栃
倉
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飯
田
市 

よ
こ
ね
田
ん
ぼ  ※
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青
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岐
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高
山
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恵
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群 ※
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谷
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深
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野
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丸
山
千
枚
田  ※

 
 

伊
賀
市 

西
山
の
棚
田 

滋
賀
県 

大
津
市 

上
仰
木
棚
田 

 
 

仰
木 

平
尾
の
棚
田 

 

栗
東
市 

走
井
棚
田 

 

甲
賀
市 

山
女
原
の
棚
田 

 
 

今
郷
棚
田 

 

高
島
市 

鵜
川
の
棚
田 

 
 

畑
の
棚
田  ※

 

京
都
府 

京
都
市 

宕
陰 

越
畑・樒
原
の
棚
田 

 

福
知
山
市 

毛
原
の
棚
田  ※

 
 

宮
津
市 

上
世
屋
・
松
尾
の
棚
田 

 

京
丹
後
市 

袖
志
の
棚
田  ※

 

大
阪
府 

河
内
長
野
市 

惣
代
の
棚
田 

 

豊
能
郡
能
勢
町 

長
谷
の
棚
田  ※

 
 

南
河
内
郡
河
南
町 

平
石
の
棚
田 

 
 

持
尾
の
棚
田 

大
阪
府 

南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村 

下
赤
阪
の
棚
田  ※

  

兵
庫
県 

養
父
市 

宮
垣
の
棚
田

 
 

能
座
の
棚
田 

 
 

別
宮
の
棚
田 

 

宍
粟
市 

山
田
の
棚
田 

 
 

飯
見
の
棚
田 

 

多
可
郡
多
可
町 

岩
座
神
の
棚
田  ※

 
 

美
方
郡
香
美
町 

う
へ
山  ※

奈
良
県 

葛
城
市 

葛
城
山
麓
地
域
の
棚
田 

 

高
市
郡
明
日
香
村 

稲
渕
棚
田  ※

 

和
歌
山
県 

橋
本
市 

芋
谷
の
棚
田 

 

海
草
郡
紀
美
野
町 

中
田
の
棚
田 

 

有
田
郡
有
田
川
町 

久
野
原
の
棚
田 

 
 

杉
野
原
の
棚
田 

 
 

上
湯
・
あ
ら
ぎ
島  ※

 
 

 

沼
の
棚
田・
段
々
畑 

 
 

沼
谷「
天
空
の
棚
田
」 

 

東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町 

色
川
の
棚
田
群 

鳥
取
県 

鳥
取
市 

京
ヶ
原
棚
田 

 

岩
美
郡
岩
美
町 

横
尾
棚
田  ※

 
 

八
頭
郡
若
桜
町 

つ
く
米
棚
田  ※

 

島
根
県 

浜
田
市 

室
谷
の
棚
田  ※

 
 

 

都
川
棚
田
群  ※

 
 

益
田
市 

中
垣
内  ※

 
 

大
田
市 

佐
津
目
子
ご
美
の
里 

 
 

西
田
ヨ
ズ
ク
の
里 

 

雲
南
市 

山
王
寺
本
郷  ※

 
 

仁
多
郡
奥
出
雲
町 

追
谷 

 
 

大
原
新
田  ※

 
 

 

い
わ
け 

 

邑
智
郡
邑
南
町 

上
田・
平
佐
棚
田 

 

鹿
足
郡
吉
賀
町 

大
井
谷
の
棚
田  ※

 

岡
山
県 

真
庭
市 

社
棚
田 

 

美
作
市 

美
作
市
上
山
の
千
枚
田 

 

和
気
郡
和
気
町 

田
土
の
棚
田 

 

久
米
郡
久
米
南
町 

上
籾
棚
田  ※

 
 

 

北
庄
棚
田  ※

 
 

久
米
郡
美
咲
町 

大
垪
和
西
の
棚
田  ※

 
 

 

小
山
の
棚
田  ※

 

広
島
県 

庄
原
市 

比
和 

三
河
内
の
棚
田 

 

山
県
郡
安
芸
太
田
町 

寺
領
・月
の
子
の
棚
田 

 
 

津
浪
の
棚
田 

 
 

井
仁
の
棚
田  ※

 

山
口
県 

下
関
市 

高
野
の
棚
田 

 

山
口
市 

吉
敷
畑
地
区
の
棚
田 

 

長
門
市 

東
後
畑
の
棚
田  ※

 

山
口
県 

長
門
市 

本
郷
の
棚
田 

 

周
南
市 

大
道
理
鹿
野
地
の
棚
田 

 
 

中
須
の
棚
田 

 

熊
毛
郡
田
布
施
町 

石
ノ
口
の
棚
田 

 

阿
武
郡
阿
武
町 

木
与
の
棚
田 

徳
島
県 

勝
浦
郡
上
勝
町 

市
宇
の
棚
田 

 
 

田
野
々
の
棚
田 

 
 

八
重
地
の
棚
田 

 
 

樫
原
の
棚
田  ※

 
 

 

府
殿
の
棚
田 

香
川
県 

観
音
寺
市 

五
郷
の
棚
田 

 

小
豆
郡
土
庄
町 

唐
櫃
の
棚
田 

 

小
豆
郡
小
豆
島
町 

中
山
千
枚
田  ※

 
 

木
田
郡
三
木
町 

小
蓑
の
棚
田 

愛
媛
県 

西
条
市 

千
町
の
棚
田 

 

大
洲
市 

樫
谷
棚
田 

 

東
温
市 

井
内
の
棚
田 

 
 

雨
滝
音
田
の
棚
田 

 

北
宇
和
郡
松
野
町 

奥
内
の
棚
田  ※

 

高
知
県 

長
岡
郡
本
山
町 

土
佐・本
山 

天
空
の
棚
田
群 

 

土
佐
郡
土
佐
町 

高
須
棚
田 

 

高
岡
郡
梼
原
町 

神
在
居
の
千
枚
田  ※

 
 

高
岡
郡
津
野
町 

貝
ノ
川
棚
田 

福
岡
県 

八
女
市 

鹿
里
地
区
の
棚
田

 
 

広
内・上
原
地
区
の
棚
田 ※

 
 

う
き
は
市 

つ
づ
ら
棚
田  ※

 
 

糸
島
市 

吉
井
上
棚
田 

 

朝
倉
郡
東
峰
村  

竹  ※
 

佐
賀
県 

唐
津
市 

蕨
野
の
棚
田  ※

 
 

 

駄
竹
の
棚
田 

 
 

大
浦
の
棚
田  ※

 
 

多
久
市 

平
野
棚
田 

 

伊
万
里
市 

中
田
棚
田 

 
 

川
内
野
棚
田 

 

武
雄
市 

川
内
の
棚
田 

 

小
城
市 

江
里
山
の
棚
田  ※

 
 

東
松
浦
郡
玄
海
町 

浜
野
浦
の
棚
田  ※

 
 

西
松
浦
郡
有
田
町 

岳
の
棚
田  ※

 

長
崎
県 

長
崎
市 

大
中
尾
棚
田  ※

 
 

平
戸
市 

大
根
坂
の
棚
田 

 
 

春
日
の
棚
田 

 

松
浦
市 

土
谷
棚
田  ※

 
 

雲
仙
市 

ち
ぢ
わ
岳
棚
田  ※

 
 

東
彼
杵
郡
川
棚
町 

日
向
の
棚
田  ※

 
 

東
彼
杵
郡
波
佐
見
町 

鬼
木
棚
田  ※

 
 

 

川
内
棚
田 

長
崎
県 
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町 

野
々
川
郷
百
枚
田 

熊
本
県 

八
代
市 

二
見
平
野
地
区
棚
田 

 

水
俣
市 

久
木
野
校
区
の
棚
田
群  ※

 
 

山
鹿
市 

番
所
の
棚
田  ※

 
 

菊
池
市 

滝
棚
田 

 
 

佐
野
棚
田 

 

上
天
草
市 
大
作
山
の
千
枚
田  ※

 
 

阿
蘇
市 
阿
蘇
水
掛
の
棚
田 

 

下
益
城
郡
美
里
町 

小
崎
の
棚
田
群 

 
 

白
石
野
の
棚
田 

 
 

下
福
良
の
棚
田
群 

 
 

夏
水
の
棚
田 

 

阿
蘇
郡
産
山
村 

扇
棚
田  ※

 
 

阿
蘇
郡
高
森
町 

菅
山
の
棚
田
群 

 

上
益
城
郡
山
都
町 

峰
棚
田  ※

 
 

 

白
糸
台
地
棚
田 

 
 

菅
迫
田
棚
田  ※

 
 

球
磨
郡
球
磨
村 

く
ま
む
ら
棚
田
群  ※

※
 

大
分
県 

別
府
市 

天
間
棚
田 

 
 

堂
面
棚
田 

 
 

内
成
棚
田  ※

 
 

 

大
所
棚
田 

 
 

東
山
の
棚
田
群 

 

日
田
市 

月
出
山
棚
田 

 

豊
後
高
田
市 

田
染
荘 

小
崎
の
棚
田 

 

宇
佐
市 

両
合
棚
田  ※

 
 

国
東
市 

密
乗
院
の
棚
田 

 

玖
珠
郡
玖
珠
町 

山
浦
早
水  ※

 

宮
崎
県 

日
南
市 

坂
元
棚
田  ※

 
 

児
湯
郡
西
米
良
村 

向
江
棚
田  ※

 
 

 

春
之
平
棚
田  ※

 
 

東
臼
杵
郡
椎
葉
村 

椎
葉
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

 
 

     「
下
松
尾
仙
人
の
棚
田
」 

 

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町 

尾
戸
の
口
棚
田  ※

 
 

 

東
岸
寺
扇
の
峰
棚
田 

 
 

徳
別
当
の
棚
田  ※

 
 

 

川
登
棚
田
群（
栃
又
の
棚
田
）※

 

西
臼
杵
郡
日
之
影
町 

深
角
棚
田 

 
 

石
垣
の
村
「
戸
川
」  ※

 
 

西
臼
杵
郡
五
ヶ
瀬
町 

日
蔭
棚
田  ※

 
 

 

下
の
原
棚
田  ※

 
 

 

鳥
の
巣
棚
田  ※

 

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市 

八
重
の
棚
田 

 

指
宿
市 

尾
下
の
棚
田 

 
 

新
永
吉
の
棚
田 

 

姶
良
郡
湧
水
町 

幸
田
の
棚
田
群  ※

      

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産  

選
定
棚
田
一
覧

※

印
は
日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
地
区
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北
海
道 

岩
見
沢
市 

栗
沢
棚
田 

 
 

岩
見
沢
棚
田 

 

上
川
郡
東
川
町 

東
川
棚
田 

青
森
県 

黒
石
市 

大
川
原
棚
田

岩
手
県 

遠
野
市 

旧
宮
守
村
棚
田 

 

一
関
市 

山
吹
棚
田 ※

 
 

 

金
山
棚
田 

宮
城
県 

登
米
市 

津
山
町
沢
田
地
区
の
棚
田 

 

伊
具
郡
丸
森
町 

大
張
沢
尻
棚
田  ※

 

秋
田
県 

山
本
郡
藤
里
町 

横
倉
棚
田 

山
形
県 

山
形
市 

蔵
王
上
野
の
棚
田 

 

村
山
市 

中
沢
棚
田 

 

尾
花
沢
市 

高
橋
の
棚
田 

 
 

明
光
寺
の
棚
田 

 

東
村
山
郡
山
辺
町 

大
蕨
の
棚
田  ※

 
 

西
村
山
郡
朝
日
町 

椹
平
の
棚
田  ※

 
 

最
上
郡
大
蔵
村 

四
ヶ
村
の
棚
田  ※

 
 

西
置
賜
郡
白
鷹
町 

白
鷹
北
部
地
区
棚
田
群 

 

飽
海
郡
遊
佐
町 

藤
井
の
棚
田 

福
島
県 

喜
多
方
市 

上
堰
棚
田 

 

二
本
松
市 

東
和
の
布
沢
棚
田 

 
 

西
谷
棚
田 

栃
木
県 

芳
賀
郡
茂
木
町 

入
郷
石
畑
の
棚
田  ※

 
 

那
須
郡
那
珂
川
町 

小
砂
の
棚
田 

群
馬
県 

沼
田
市 

石
墨
棚
田 

埼
玉
県 

秩
父
郡
横
瀬
町 

寺
坂
棚
田 

千
葉
県 

鴨
川
市 

大
山
千
枚
田  ※

 
 

 

川
代
柿
ノ
木
代
棚
田 

神
奈
川
県 

秦
野
市 

名
古
木
の
棚
田
群 

山
梨
県 

南
巨
摩
郡
富
士
川
町 

𣇃
米
の
棚
田 

 
 

平
林
の
棚
田 

新
潟
県 

長
岡
市 

比
礼
カ
カ
シ
ア
ー
ト
棚
田 

 

三
条
市 

北
五
百
川
の
棚
田  ※

 
 

柏
崎
市 

花
坂
の
棚
田  ※

 
 

 

梨
ノ
木
田
の
棚
田  ※

 
 

 

上
輪
新
田
の
棚
田 

 
 

飯
寺
の
棚
田 

 

十
日
町
市 

蒲
生
の
棚
田 

 
 

儀
明
の
棚
田 

 
 

小
荒
戸
の
棚
田 

 
 

三
ツ
山
の
棚
田 

 
 

菅
刈
の
棚
田 

 
 

星
峠
の
棚
田 

新
潟
県 

十
日
町
市 

池
谷・入
山
の
棚
田

 
 

枯
木
又
の
棚
田 

 
 

慶
地
の
棚
田 

 
 

松
代
の
棚
田 

 
 

布
川
の
棚
田
群 

 
 

留
守
原
の
棚
田

 
 

三
桶
の
棚
田 

 
 

蓬
平
の
棚
田 

 

上
越
市 

筒
方
地
区
の
棚
田
群 

 
 

名
水「
大
出
口
泉
水
」

 
 

　
　
　
　 流
れ
る
棚
田
群

 
 

櫛
池
の
棚
田
群

 
 

正
善
寺
の
棚
田 

 
 

角
間
の
棚
田 

 
 

お
ぐ
ろ
の
棚
田
群 

 
 

川
谷
も
よ
り
棚
田
群 

 

佐
渡
市 

岩
首
昇
竜
棚
田

 
 

歌
見
の
棚
田 

 
 

小
倉
千
枚
田 

 
 

片
野
尾
棚
田 

 
 

北
片
辺
棚
田 

 
 

達
者
棚
田

 
 

月
布
施
棚
田 

 

胎
内
市 

鍬
江
の
棚
田 

 

中
魚
沼
郡
津
南
町 

結
東
の
石
垣
田 

富
山
県 

富
山
市 

河
西
の
棚
田

 
 

三
乗
の
棚
田  ※

 

氷
見
市 

胡
桃
棚
田
群 

 
 

長
坂
棚
田
群  ※

 
 

南
砺
市 

相
倉
棚
田 

石
川
県 

輪
島
市 

白
米
千
枚
田  ※

 
 

羽
咋
市 

神
子
原
地
区
棚
田
群

 

白
山
市 

河
原
山
の
棚
田
群 

 

河
北
郡
津
幡
町 

中
原
棚
田 

 

羽
咋
郡
志
賀
町 

大
笹
波
水
田  ※

 
 

鳳
珠
郡
能
登
町 

黒
川
棚
田 

 
 

当
目
千
石
棚
田

福
井
県 

小
浜
市 

か
ん
に
ゃ

 

三
方
郡
美
浜
町 

菅
浜
棚
田 

長
野
県 

長
野
市 

根
越
下
沖
の
棚
田  ※

 
 

 

大
西
の
棚
田  ※

 
 

 

田
沢
沖
の
棚
田  ※

 
 

 

栃
倉
の
棚
田  ※

 
 

上
田
市 

稲
倉
の
棚
田  ※

 
 

飯
田
市 

よ
こ
ね
田
ん
ぼ  ※

 
 

伊
那
市 

山
室
の
棚
田 

長
野
県 

伊
那
市 

中
尾
の
棚
田 

 

飯
山
市 

福
島
棚
田  ※

 
 

千
曲
市 

姨
捨
の
棚
田  ※

 
 

上
伊
那
郡
中
川
村 

飯
沼
の
棚
田 

 

東
筑
摩
郡
麻
績
村 

市
野
川
棚
田 

 

北
安
曇
郡
白
馬
村 

青
鬼
の
棚
田  ※

 
 

北
安
曇
郡
小
谷
村 

小
谷
村
棚
田
群 

 

下
高
井
郡
野
沢
温
泉
村 

野
沢
沖
の
棚
田 

岐
阜
県 

高
山
市 

滝
町
棚
田 

 

中
津
川
市 

は
ち
た
か
地
域
棚
田 

 

恵
那
市 

恵
那
市
中
野
方
町
の
棚
田
群 ※

 

飛
騨
市 

種
蔵
棚
田 

 

郡
上
市 

正
ヶ
洞
棚
田  ※

 
 

 

六
ノ
里
棚
田（
畑
ヶ
谷・
三
ヶ
村
）

 
 

奥
住
小
保
木
棚
田 

 

下
呂
市 

三
ツ
石
棚
田 

 

加
茂
郡
八
百
津
町 

上
代
田
棚
田  ※

 

静
岡
県 

浜
松
市 

久
留
女
木
の
棚
田  ※

 
 

 

白
橿
の
棚
田 

 
 

大
栗
安
の
棚
田  ※

 
 

沼
津
市 

北
山
の
棚
田  ※

 
 

富
士
宮
市 

平
成
棚
田 

 

伊
豆
市 

荒
原
の
棚
田  ※

 
 

 

茅
野
の
棚
田 

 

菊
川
市 

千
框
棚
田 

 

賀
茂
郡
松
崎
町 

石
部
棚
田 

愛
知
県 

岡
崎
市 

千
万
町
棚
田 

 

新
城
市 

四
谷
の
千
枚
田  ※

 

三
重
県 

松
阪
市 

深
野
だ
ん
だ
ん
田  ※

 
 

熊
野
市 

丸
山
千
枚
田  ※

 
 

伊
賀
市 

西
山
の
棚
田 

滋
賀
県 

大
津
市 

上
仰
木
棚
田 

 
 

仰
木 

平
尾
の
棚
田 

 

栗
東
市 

走
井
棚
田 

 

甲
賀
市 

山
女
原
の
棚
田 

 
 

今
郷
棚
田 

 

高
島
市 

鵜
川
の
棚
田 

 
 

畑
の
棚
田  ※

 

京
都
府 

京
都
市 

宕
陰 

越
畑・樒
原
の
棚
田 

 

福
知
山
市 

毛
原
の
棚
田  ※

 
 

宮
津
市 

上
世
屋
・
松
尾
の
棚
田 

 

京
丹
後
市 

袖
志
の
棚
田  ※

 

大
阪
府 

河
内
長
野
市 

惣
代
の
棚
田 

 

豊
能
郡
能
勢
町 

長
谷
の
棚
田  ※

 
 

南
河
内
郡
河
南
町 

平
石
の
棚
田 

 
 

持
尾
の
棚
田 

大
阪
府 

南
河
内
郡
千
早
赤
阪
村 

下
赤
阪
の
棚
田  ※

  

兵
庫
県 

養
父
市 

宮
垣
の
棚
田

 
 

能
座
の
棚
田 

 
 

別
宮
の
棚
田 

 

宍
粟
市 

山
田
の
棚
田 

 
 

飯
見
の
棚
田 

 

多
可
郡
多
可
町 

岩
座
神
の
棚
田  ※

 
 

美
方
郡
香
美
町 

う
へ
山  ※

奈
良
県 
葛
城
市 

葛
城
山
麓
地
域
の
棚
田 

 
高
市
郡
明
日
香
村 

稲
渕
棚
田  ※

 

和
歌
山
県 
橋
本
市 

芋
谷
の
棚
田 

 

海
草
郡
紀
美
野
町 

中
田
の
棚
田 

 

有
田
郡
有
田
川
町 

久
野
原
の
棚
田 

 
 

杉
野
原
の
棚
田 

 
 

上
湯
・
あ
ら
ぎ
島  ※

 
 

 
沼
の
棚
田・
段
々
畑 

 
 

沼
谷「
天
空
の
棚
田
」 

 

東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町 
色
川
の
棚
田
群 

鳥
取
県 

鳥
取
市 

京
ヶ
原
棚
田 

 

岩
美
郡
岩
美
町 

横
尾
棚
田  ※

 
 

八
頭
郡
若
桜
町 

つ
く
米
棚
田  ※

 

島
根
県 

浜
田
市 

室
谷
の
棚
田  ※

 
 

 

都
川
棚
田
群  ※

 
 

益
田
市 

中
垣
内  ※

 
 

大
田
市 

佐
津
目
子
ご
美
の
里 

 
 

西
田
ヨ
ズ
ク
の
里 

 

雲
南
市 

山
王
寺
本
郷  ※
 

 

仁
多
郡
奥
出
雲
町 

追
谷 

 
 

大
原
新
田  ※

 
 

 

い
わ
け 

 

邑
智
郡
邑
南
町 

上
田・
平
佐
棚
田 

 

鹿
足
郡
吉
賀
町 

大
井
谷
の
棚
田  ※

 

岡
山
県 

真
庭
市 

社
棚
田 

 

美
作
市 

美
作
市
上
山
の
千
枚
田 

 

和
気
郡
和
気
町 

田
土
の
棚
田 

 

久
米
郡
久
米
南
町 

上
籾
棚
田  ※

 
 

 

北
庄
棚
田  ※

 
 

久
米
郡
美
咲
町 

大
垪
和
西
の
棚
田  ※

 
 

 

小
山
の
棚
田  ※

 

広
島
県 

庄
原
市 

比
和 

三
河
内
の
棚
田 

 

山
県
郡
安
芸
太
田
町 

寺
領
・月
の
子
の
棚
田 

 
 

津
浪
の
棚
田 
 

 

井
仁
の
棚
田  ※

 

山
口
県 

下
関
市 

高
野
の
棚
田 

 

山
口
市 

吉
敷
畑
地
区
の
棚
田 

 

長
門
市 

東
後
畑
の
棚
田  ※

 

山
口
県 

長
門
市 

本
郷
の
棚
田 

 

周
南
市 

大
道
理
鹿
野
地
の
棚
田 

 
 

中
須
の
棚
田 

 

熊
毛
郡
田
布
施
町 

石
ノ
口
の
棚
田 

 

阿
武
郡
阿
武
町 

木
与
の
棚
田 

徳
島
県 

勝
浦
郡
上
勝
町 

市
宇
の
棚
田 

 
 

田
野
々
の
棚
田 

 
 

八
重
地
の
棚
田 

 
 

樫
原
の
棚
田  ※

 
 

 

府
殿
の
棚
田 

香
川
県 

観
音
寺
市 

五
郷
の
棚
田 

 

小
豆
郡
土
庄
町 

唐
櫃
の
棚
田 

 

小
豆
郡
小
豆
島
町 

中
山
千
枚
田  ※

 
 

木
田
郡
三
木
町 

小
蓑
の
棚
田 

愛
媛
県 

西
条
市 

千
町
の
棚
田 

 

大
洲
市 

樫
谷
棚
田 

 

東
温
市 

井
内
の
棚
田 

 
 

雨
滝
音
田
の
棚
田 

 

北
宇
和
郡
松
野
町 

奥
内
の
棚
田  ※

 

高
知
県 

長
岡
郡
本
山
町 

土
佐・本
山 

天
空
の
棚
田
群 

 

土
佐
郡
土
佐
町 

高
須
棚
田 
 

高
岡
郡
梼
原
町 

神
在
居
の
千
枚
田  ※

 
 

高
岡
郡
津
野
町 

貝
ノ
川
棚
田 

福
岡
県 

八
女
市 

鹿
里
地
区
の
棚
田

 
 

広
内・上
原
地
区
の
棚
田 ※

 
 

う
き
は
市 

つ
づ
ら
棚
田  ※

 
 

糸
島
市 

吉
井
上
棚
田 

 

朝
倉
郡
東
峰
村  

竹  ※
 

佐
賀
県 

唐
津
市 

蕨
野
の
棚
田  ※

 
 

 

駄
竹
の
棚
田 

 
 

大
浦
の
棚
田  ※

 
 

多
久
市 

平
野
棚
田 

 

伊
万
里
市 

中
田
棚
田 

 
 

川
内
野
棚
田 

 

武
雄
市 

川
内
の
棚
田 

 

小
城
市 

江
里
山
の
棚
田  ※

 
 

東
松
浦
郡
玄
海
町 
浜
野
浦
の
棚
田  ※

 
 

西
松
浦
郡
有
田
町 
岳
の
棚
田  ※

 

長
崎
県 

長
崎
市 
大
中
尾
棚
田  ※

 
 

平
戸
市 

大
根
坂
の
棚
田 

 
 

春
日
の
棚
田 

 

松
浦
市 

土
谷
棚
田  ※

 
 

雲
仙
市 

ち
ぢ
わ
岳
棚
田  ※

 
 

東
彼
杵
郡
川
棚
町 

日
向
の
棚
田  ※

 
 

東
彼
杵
郡
波
佐
見
町 

鬼
木
棚
田  ※

 
 

 

川
内
棚
田 

長
崎
県 

東
彼
杵
郡
波
佐
見
町 

野
々
川
郷
百
枚
田 

熊
本
県 

八
代
市 

二
見
平
野
地
区
棚
田 

 

水
俣
市 

久
木
野
校
区
の
棚
田
群  ※

 
 

山
鹿
市 

番
所
の
棚
田  ※

 
 

菊
池
市 

滝
棚
田 

 
 

佐
野
棚
田 

 

上
天
草
市 

大
作
山
の
千
枚
田  ※

 
 

阿
蘇
市 

阿
蘇
水
掛
の
棚
田 

 

下
益
城
郡
美
里
町 

小
崎
の
棚
田
群 

 
 

白
石
野
の
棚
田 

 
 

下
福
良
の
棚
田
群 

 
 

夏
水
の
棚
田 

 

阿
蘇
郡
産
山
村 

扇
棚
田  ※

 
 

阿
蘇
郡
高
森
町 

菅
山
の
棚
田
群 

 

上
益
城
郡
山
都
町 

峰
棚
田  ※

 
 

 

白
糸
台
地
棚
田 

 
 

菅
迫
田
棚
田  ※

 
 

球
磨
郡
球
磨
村 

く
ま
む
ら
棚
田
群  ※

※
 

大
分
県 

別
府
市 

天
間
棚
田 

 
 

堂
面
棚
田 

 
 

内
成
棚
田  ※

 
 

 

大
所
棚
田 

 
 

東
山
の
棚
田
群 

 

日
田
市 

月
出
山
棚
田 

 

豊
後
高
田
市 

田
染
荘 

小
崎
の
棚
田 

 

宇
佐
市 

両
合
棚
田  ※

 
 

国
東
市 

密
乗
院
の
棚
田 

 

玖
珠
郡
玖
珠
町 

山
浦
早
水  ※

 

宮
崎
県 

日
南
市 

坂
元
棚
田  ※

 
 

児
湯
郡
西
米
良
村 

向
江
棚
田  ※

 
 

 

春
之
平
棚
田  ※

 
 

東
臼
杵
郡
椎
葉
村 

椎
葉
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ

 
 

     「
下
松
尾
仙
人
の
棚
田
」 

 

西
臼
杵
郡
高
千
穂
町 

尾
戸
の
口
棚
田  ※

 
 

 

東
岸
寺
扇
の
峰
棚
田 

 
 

徳
別
当
の
棚
田  ※

 
 

 

川
登
棚
田
群（
栃
又
の
棚
田
）※

 

西
臼
杵
郡
日
之
影
町 

深
角
棚
田 

 
 

石
垣
の
村
「
戸
川
」  ※

 
 

西
臼
杵
郡
五
ヶ
瀬
町 

日
蔭
棚
田  ※

 
 

 

下
の
原
棚
田  ※

 
 

 

鳥
の
巣
棚
田  ※

 

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市 

八
重
の
棚
田 

 

指
宿
市 

尾
下
の
棚
田 

 
 

新
永
吉
の
棚
田 

 

姶
良
郡
湧
水
町 

幸
田
の
棚
田
群  ※

      

つ
な
ぐ
棚
田
遺
産  

選
定
棚
田
一
覧

※

印
は
日
本
の
棚
田
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
地
区
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つ
な
ぐ
棚
田
遺
産  

解
説

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

名
誉
代
表 

中
島 

峰
広

　

ポ
ス
ト
棚
田
百
選
と
い
わ
れ
る
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
が
2
0
2
2
年

3
月
25
日
に
農
林
水
産
大
臣
名
に
よ
り
正
式
に
認
定
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
最
初
に
「
棚
田
百
選
」
と
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
と
の
連
続

性
を
み
て
み
る
と
、
1
3
4
か
所
の
「
棚
田
百
選
」
の
う
ち
「
つ
な
ぐ

棚
田
遺
産
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
の
が
95
か
所
あ
る
の
に
対
し
、
全
体
の

29
％
に
当
た
る
39
か
所
が
百
選
で
十
分
と
す
る
所
の
ほ
か
耕
作
放
棄
な
ど

に
よ
る
荒
廃
が
進
み
申
請
し
な
か
っ
た
所
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

「
百
選
」
の
折
に
は
落
選
し
、「
遺
産
」
に
選
ば
れ
た
地
区
が
山
形
県
村
山

市
中
沢
、
静
岡
県
松
崎
町
石
部
、
滋
賀
県
高
島
市
鵜
川
の
3
地
区
で
あ
り
、

保
全
に
向
け
て
の
努
力
が
報
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地

区
を
除
く
新
し
く
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
選
ば
れ
た
1
7
3
か
所
も
同

様
に
保
全
活
動
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
百
選
」
と
「
遺
産
」
の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
が
棚
田
景

観
を
重
視
し
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
棚
田
保
全
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
の
証
が
後
者
で
は
対
象
面
積
が
保
全
を
主
眼
と
す

る
た
め
広
域
に
及
び
、
傾
斜
20
分
の
1
以
上
に
あ
る
水
田
面
積
が
1
0
0

㌶
以
上
あ
る
地
区
が
山
形
県
大
蔵
村
四
ケ
村
、
山
形
県
白
鷹
町
白
鷹
北
部

地
区
の
棚
田
群
、
山
形
県
遊
佐
町
白
井
新
田
の
藤
井
棚
田
、
新
潟
県
上
越

市
清
里
区
櫛
池
の
棚
田
群
、
石
川
県
羽
咋
市
神
子
原
地
区
の
棚
田
群
、
長

野
県
小
谷
村
の
棚
田
群
、
高
知
県
本
山
町
土
佐
・
本
山
・
天
空
の
棚
田
群
、

熊
本
県
山
都
町
白
糸
台
地
棚
田
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
の
川
登
棚
田
群
な
ど

9
か
所
ほ
ど
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
百
選
」
で
は
面
積
が
1
0
0
㌶
以
上

の
地
区
は
一
つ
も
な
く
、
最
も
面
積
が
大
き
い
地
区
で
も
岡
山
県
久
米
南

町
北
庄
の
88
㌶
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
棚
田
保
全
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
選
考
の
1
項
目
に
な
っ

て
い
る
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
何
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
地
域

振
興
47
％
、
国
土
保
全
22
％
、
農
産
物
供
給
14
％
に
対
し
景
観
形
成
は

9
％
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

図
は
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
を
都
道
府
県
地
図
に
よ
り
、
棚
田
団
地
ご

と
に
規
模
別
（
10
㌶
未
満
、10
～
30
㌶
未
満
、30
㌶ 

以
上
）、法
面
構
造
別
（
土

坡
●
・
石
積
み
■
・
複
合
▲
）
に
分
類
し
て
示
し
た
も
の
だ
。
図
に
示
さ

れ
る
最
北
の
棚
田
遺
産
は
北
海
道
上
川
郡
東
川
町
の
棚
田
で
大
雪
山
系
の

旭
岳
西
麓
に
あ
る
の
に
対
し
、
最
南
端
は
鹿
児
島
県
指
宿
市
尾さ

が
り下

の
棚
田

で
開
聞
岳
に
接
す
る
カ
ル
デ
ラ
湖
・
池
田
湖
の
東
岸
に
あ
る
。

　

分
布
密
度
で
み
る
と
、
新
潟
県
頸
城
地
方
、
阿
蘇
外
輪
山
周
辺
、
肥
前

棚
田
街
道
と
よ
ば
れ
る
地
域
が
三
大
卓
越
地
。
頚
城
地
方
は
十
日
町
市
・

上
越
市
・
柏
崎
市
に
ま
た
が
る
頚
城
丘
陵
が
占
め
る
地
域
で
あ
る
。
頁
岩
・

砂
岩
・
泥
岩
な
ど
か
ら
な
る
地
盤
の
弱
い
第
三
紀
丘
陵
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
、
地
辷
り
の
常
習
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
棚
田
の
造
成
が
容
易
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
全
国
一
の
多
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
融
雪
水
を
灌
漑
水
と
し
て

利
用
で
き
た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
か
で
も
十

日
町
市
は
市
町
村
単
位
で
は
最
も
多
く
星
峠
な
ど
14
か
所
、
上
越
市
が
お

ぐ
ろ
の
棚
田
群
な
ど
7
か
所
、
柏
崎
市
が
花
坂
の
棚
田
な
ど
4
か
所
、
合

計
25
か
所
の
指
定
を
受
け
、
3
市
で
全
国
の
1
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

阿
蘇
外
輪
山
周
辺
は
、東
部
の
宮
崎
県
側
は
高
千
穂
町
・
日
之
影
町
・
五
ヶ

瀬
町
に
跨
る
溶
岩
台
地
が
占
め
る
地
域
。
明
治
以
降
に
開
削
さ
れ
た
長
大

な
用
水
路
に
よ
り
開
田
さ
れ
た
棚
田
で
高
千
穂
町
に
川
登
棚
田
群
な
ど
4
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か
所
、
日
之
影
町
に
石
垣
の
村
な
ど
2
か
所
、
五
ヶ

瀬
町
に
日
蔭
棚
田
な
ど
3
か
所
ほ
ど
あ
る
。
西
部

の
熊
本
県
側
も
同
様
の
地
形
が
ひ
ろ
が
る
山
都
町

に
菅
迫
田
な
ど
3
か
所
、
美
里
町
に
夏
水
の
棚
田

な
ど
4
か
所
ほ
ど
長
大
な
用
水
路
で
灌
漑
さ
れ
る

棚
田
群
が
存
在
す
る
。

　

佐
賀
・
長
崎
県
に
ま
た
が
る
肥
前
棚
田
回
廊
は
、

北
松
浦
半
島
を
占
め
る
佐
賀
県
玄
海
町
・
唐
津
市
・
伊
万
里
市
、
長
崎
県

松
浦
市
な
ど
が
連
な
る
西
海
に
臨
む
地
域
だ
。
日
本
一
高
い
石
積
み
の
棚

田
が
あ
る
佐
賀
県
唐
津
市
蕨
野
、
同
じ
市
内
の
大
浦
は
本
土
と
福
島
の
間

の
水
道
に
イ
ロ
ハ
島
が
浮
か
び
、
弘
法
大
師
が
あ
ま
り
の
美
し
さ
に
筆
を

投
げ
た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
絶
景
。
唐
津
市
駄
竹
、
玄
海
町
浜
野
浦
、
長

崎
県
松
浦
市
土
谷
な
ど
は
西
海
に
沈
む
夕
日
が
映
え
る
棚
田
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
次
ぐ
卓
越
地
が
山
形
県
全
域
、
新
潟
県
佐
渡
島
、

富
山
・
石
川
県
の
能
登
半
島
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
西
岸
、
兵
庫
県
但
馬
地
方
、

岡
山
県
吉
備
高
原
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

法
面
構
造
を
み
て
み
る
と
、
全
体
で
は
土
坡
1
3
6
か
所
、
石
積
み
61

か
所
、
複
合
74
か
所
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
50
％
、
22
％
、
28
％

で
あ
る
。つ
ま
り
半
分
が
土
坡
で
残
り
半
分
を
石
積
み
と
複
合
が
分
け
あ
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
日
本
列
島
を
石
川
県
・
岐
阜
県
・
愛
知
県
を
境
に
し
て
、

そ
れ
以
東
を
東
日
本
、
以
西
を
西
日
本
と
す
る
と
、
東
日
本
は
土
坡
90
か

所
、
石
積
み
11
か
所
、
複
合
13
か
所
で
土
坡
が
90
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
西
日
本
は
土
坡
46
か
所
、
石
積
み
50
か
所
、
複
合
61
か
所
で

土
坡
29
％
、
石
積
み
32
％
、
複
合
39
％
で
三
者
が
拮
抗
し
て
い
る
。

　

筆
者
が
1
9
9
5
年
に
農
水
省
の
1
9
8
8
年
の
資
料
を
用
い
全
国
棚

田
分
布
図
を
作
成
し
た
折
に
は
西
日
本
に
お
け
る
石
積
み
の
比
率
が
こ

れ
ら
の
数
字
よ
り
か
な
り
高
く
、
東
日
本
の
土
坡
、
西
日
本
の
石
積
み
と

い
う
特
徴
を
も
う
少
し
シ
ャ
ー
プ
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
変
化
は

石
積
み
の
棚
田
が
崩
壊
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
畝
町
直
し
や
圃
場
整
備
で

改
変
が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
石
工
の
不
足
や
費
用
の
問
題
な
ど
で
石
積
み

か
ら
土
坡
の
棚
田
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
複
合
の
比
率
が
高
い
の
も
、
こ
の
よ
う
な
改

変
に
際
し
石
積
み
の
一
部
が
残
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

■ つなぐ棚田遺産 分布図



棚
田
と
板
倉
の
里

「
種
蔵
」に
つ
い
て

　

日
本
の
農
村
の
原
風
景
と
も
い
え
る

棚
田
・
板
倉
の
文
化
・
生
活
・
歴
史
が
残

る
種
蔵
集
落
は
、
岐
阜
県
の
最
北
端
に
あ

る
飛
騨
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

　

集
落
の
名
称
「
種
蔵
」
の
由
来
は
、
集

落
が
段
丘
の
上
に
位
置
し
て
い
る
が
た
め

に
、
天
災
に
強
く
、
集
落
に
被
害
が
及
ん

だ
時
に
蓄
え
ら
れ
た
種
を
分
け
て
き
た
こ

と
に
よ
る
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

種
蔵
の
風
景
は
、
現
在
も
住
民
の
手
に

よ
る
農
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

里
山
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

種
蔵
の
棚
田

　
「
雨
上
が
り
の
石
積
み
が
太
陽
に
照
ら

さ
れ
、
焼
け
た
石
に
夕
日
が
あ
た
り
、
湯

気
が
立
ち
込
め
る
香
り
が
感
じ
ら
れ
る
」

と
の
こ
と
か
ら
環
境
省
の
『
全
国
か
お
り

風
景
１
０
０
選
』
に
認
定
さ
れ
た
棚
田
の

石
積
み
は
、
昔
、
秋
の
う
ち
に
奥
山
に
拾

い
集
め
て
お
い
て
冬
の
間
に
そ
り
で
運

び
、
石
積
み
の
技
術
を
持
つ
「
石
工
」
と

呼
ば
れ
る
職
人
の
手
に
よ
っ
て
積
ま
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

集
落
の
暮
ら
し
と
板
倉

　

現
代
で
は
食
糧
が
あ
り
余
る
時
代
と

な
っ
て
、
倉
の
用
途
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
か
つ
て
は
、「
住
む
家
を
壊
す

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
倉
だ
け
は
守

れ
、
倉
は
食
物
や
種
物
を
保
存
し
て
お

い
て
家
族
の
命
を
守
る
か
け
が
え
の
な

い
宝
物
だ
か
ら
」
と
の
言
葉
が
残
っ
て
お

り
、
こ
の
言
葉
が
し
み
込
ん
で
い
て
、
現

在
は
８
戸
の
住
宅
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

20
戸
の
板
倉
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

景
観
を
後
世
に
残
す
た
め
に

　

こ
の
よ
う
に
種
蔵
集
落
の
農
耕
文
化

と
生
活
文
化
の
結
晶
と
し
て
残
る
貴
重

な
風
景
を
守
ろ
う
と
、
地
域
の
住
民
が
周

辺
の
草
刈
り
な
ど
の
維
持
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
若
者
の
転
出
と
少
子
高

齢
化
に
よ
り
住
民
の
み
で
の
保
全
が
困

棚
田
と
板
倉 

〜 

こ
の
風
景
を
次
の
世
代
に 

〜

岐
阜
県
飛
騨
市
宮
川
町
種た
ね

蔵く
ら

1：種蔵集落の全景／ 2：草刈り／ 3：修復した石積み

2 3

棚
田
・
里
山

か
ら
の

た
よ
り

8
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難
と
な
り
、
平
成
18
年
に
「
景
観
保
全
の

力
に
な
り
た
い
」
と
地
元
の
有
志
９
人
に

よ
る
「
種
蔵
を
守
り
育
む
会
」
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
同
会
が
中
心
と
な
っ
て
地

域
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

棚
田
や
板
倉
の
周
辺
の
草
刈
り
作
業
の

ほ
か
、
獣
害
柵
の
設
置
や
撤
去
、
石
積
み

崩
落
の
原
因
と
な
る
雪
庇
落
と
し
作
業

を
実
施
さ
れ
、地
域
住
民
の
「
は
り
あ
い
」

に
繋
が
り
ま
し
た
。

関
係
人
口
に
よ
る
支
援

　

種
蔵
の
景
観
に
癒
し
を
求
め
て
市
内

外
か
ら
訪
れ
る
方
は
年
々
増
加
し
、
こ

う
し
た
人
た
ち
に
も
景
観
を
守
る
こ
と

の
重
要
性
と
苦
労
を
理
解
い
た
だ
き
、
景

観
保
全
活
動
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
市
で
は
仮
想
の
村
『
飛
騨
市
ふ

る
さ
と
種
蔵
村
』
制
度
を
平
成
30
年
６
月

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
、
２
５
８
名

の
登
録
が
あ
り
、
草
刈
り
作
業
な
ど
年
間

を
通
じ
た
景
観
保
全
作
業
に
多
く
の
方

が
参
加
し
、
種
蔵
を
守
り
育
む
会
の
メ
ン

バ
ー
と
共
に
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
他
に
も
空
積
み
の
工
法
を
習
得

し
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
石
積
み
の

修
復
を
目
的
と
し
た
「
空
積
み
Ｗ
Ｓ

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）」
を
開
催
し
た
り
、

耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た
ミ
ョ
ウ
ガ
畑
を

オ
ー
ナ
ー
の
手
で
復
活
さ
せ
る
「
ｍ
ｙ

み
ょ
う
が
畑
制
度
」
を
実
施
す
る
な
ど
、

関
係
人
口
の
支
援
に
よ
り
景
観
を
保
全

す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
へ
の
期
待

　

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
関

係
人
口
に
よ
り
景
観
が
保
全
さ
れ
る
な

か
、
種
蔵
の
棚
田
は
、
令
和
２
年
に
棚
田

振
興
法
に
よ
る
指
定
棚
田
地
域
に
指
定

さ
れ
、
機
能
保
全
や
維
持
増
進
の
た
め
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
種
蔵
集
落
に
お

い
て
、
集
落
住
民
が
望
む
こ
と
と
、
関
係

人
口
が
種
蔵
の
為
に
や
り
た
い
と
想
う

こ
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
お
互
い
の
想

い
が
実
現
し
、
こ
の
こ
と
が
地
域
住
民
の

更
な
る
「
は
り
あ
い
」
と
集
落
維
持
に
繋

が
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
岐
阜
県
飛
騨
市
宮
川
振
興
事
務
所  

所
長  

平
田
直
久
）

岐阜県・飛騨市

高山本線

飛騨
清見IC 158

種蔵棚田

東海北陸
自動車道

41

360

90

360

●

471
41

471
坂上駅

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 JR高山本線坂上駅よりタクシー

利用で約10分

【自	動	車】飛騨清見ICより県道90号・国道
41号・471号・360号線経由で
北上する。ICより約35ｋｍ

■ お問い合わせ
飛騨市宮川振興事務所地域振興課
Tel.	0577-63-2311

左上：みょうがプロジェクト（収穫）／左中：みょうがプロジェクト（草取り）／左下：種蔵村開
村／右：田植え風景

9



中條 均紀 なかじょう まさのり

1952年新潟県三条市に生まれる。1986年から写
真撮影活動開始。1990年より東京富士フォトサロ
ン等で個展を開催する。2002年新潟県美術展覧会
無鑑査作家となる。2004年川口にアトリエShinla
を建築。2005年第14回林忠彦賞を受賞する。同年徹子の部屋出演。
同年中越地震チャリティー写真展を全国50ヵ所以上で開催。出版物は
『古志の里』『古志の里Ⅱ』『山古志村再び』『古志の里春夏秋冬』他。
現在、写真教室、コンテスト審査員、講演等の活動を行っている。

逆光に輝く山古志の棚田

写
真
・
文

中
條 

均
紀

　
旧
古
志
郡
山
古
志
村︵
現
新
潟
県
長
岡

市
︶と
の
出
会
い
は
︑写
真
を
撮
り
始
め
た
ば

か
り
の
1
9
8
7
年
春
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

田
植
え
の
シ
ー
ン
で
も
撮
ろ
う
か
と
︑自
宅︵
長

岡
市
︶か
ら
小
千
谷
︑川
口
︑山
古
志
に
行
っ

た
と
き
は
夕
方
で
し
た
︒そ
こ
に
は
逆
光
に
輝

く
棚
田
に
田
植
え
を
し
て
い
る
家
族
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
︒
感
動
の
中
で
無
我
夢
中
で

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
︒そ
れ
以
来
︑山
古

志
村
に
心
惹
か
れ
︑山
古
志
村
を
中
心
に
旧

川
口
町
︑小
千
谷
市
︑長
岡
市
︑旧
堀
之
内
町

を﹁
古
志
の
里
﹂と
名
付
け
35
年
ほ
ど
撮
り
続

け
て
い
ま
す
︒

　
古
志
の
里
は
養
鯉
が
盛
ん
で
︑棚
田
と
ほ
ぼ

同
じ
数
の
棚
池︵
養
鯉
池
︶が
点
在
し
て
い
ま

す
︒ま
た
︑牛
の
角
突
き
は
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
有
名
で
す
︒最
後
ま
で
勝
敗

を
つ
け
さ
せ
な
い
文
化
は
︑こ
の
地
域
の
人
々

の
人
柄
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

　
1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

日
本
の

原
風
景

﹁
古
志
の
里
﹂

牛の角突き（引き分
けに持ち込もうと
勢子も必死）

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
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潟
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︒
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︶か
ら
小
千
谷
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れ
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心
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口
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千
谷
市
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市
︑旧
堀
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内
町

を﹁
古
志
の
里
﹂と
名
付
け
35
年
ほ
ど
撮
り
続

け
て
い
ま
す
︒

　
古
志
の
里
は
養
鯉
が
盛
ん
で
︑棚
田
と
ほ
ぼ

同
じ
数
の
棚
池︵
養
鯉
池
︶が
点
在
し
て
い
ま

す
︒ま
た
︑牛
の
角
突
き
は
国
の
重
要
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
有
名
で
す
︒最
後
ま
で
勝
敗

を
つ
け
さ
せ
な
い
文
化
は
︑こ
の
地
域
の
人
々

の
人
柄
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

　
1
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

日
本
の

原
風
景

﹁
古
志
の
里
﹂

牛の角突き（引き分
けに持ち込もうと
勢子も必死）

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

初
夏
の
風
物
詩
、
ホ
タ
ル

　夜
の
水
辺
に
何
処
か
ら
と
も
な
く
浮
か

び
上
が
る
そ
の
光
は
幻
想
的
で
、い
つ
の
時

代
も
人
々
を
魅
了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　ホ
タ
ル
と
い
え
ば
夜
間
に
強
い
光
を
放
つ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
有
名
で
す
が
、か
た
や
日
本
に
50
種
以
上

も
の
ホ
タ
ル
類
が
生
息
し
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ホ
タ
ル
全
体
の
う
ち
、ゲ
ン
ジ
や
ヘ
イ
ケ
の
よ
う
に
強
く
発
光
す

る
の
は
ご
く
一
部
の
種
類
に
限
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、大
多
数
の
種
類
は

人
々
の
注
目
を
受
け
る
こ
と
な
く
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。 

関
東
周
辺
で
す
と
、前
述
の
2
種
を
含
め
10
種
前
後
の
ホ
タ
ル

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
多
く
は
ゲ
ン
ジ
や
ヘ
イ
ケ
と
同
様
に
、我
々
に

と
っ
て
身
近
な
里
山
に
生
息
し
て
お
り
、棚
田
を
囲
む
山
々
の
湿
潤
な
林
床

や
林
縁
部
の
草
地
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　さ
て
、人
々
に
な
じ
み
の
深
い
ゲ
ン
ジ
と
ヘ
イ
ケ
は
、古
く
か
ら
各
地
で
放

虫
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
今
日
で
は
研

究
が
進
み
、本
来
生
息
す
る
は
ず
の
な
い
地
域
へ
の
導
入
や
、無
理
な
土
地

改
変
に
よ
る
生
息
地
の
創
出
は
、思
い
が
け
ず
遺
伝
的
攪
乱
や
他
生
物
へ
の

悪
影
響
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

生
物
多
様
性

の
保
全
や
持
続
可
能
社
会
の
創
出
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、生
き
も
の
達
と
ど

の
よ
う
に
寄
り
添
い
暮
ら
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
の
か
、我
々
は
い
ち
ど
立
ち
止

ま
っ
て
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　里
山
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
生
き
も
の
達
の
あ
り
の
ま
ま
の
営
み
を
、我
々

や
後
の
世
代
で
途
絶
え
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。

田んぼ脇のドクダミの葉上に佇むゲンジボタルの雌

文
・
写
真

　（
株
）環
境
指
標
生
物 

菅
谷
和
希

特
選

棚
田
米
で
仕
込
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
味
噌

長
野
県
千
曲
市

姨
捨
棚
田

　長
野
県
千
曲
市
に
あ
る
「
姨
捨
棚
田
」
は
傾
斜
地
に
広

が
り
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か
け
て
開

拓
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
約
約
1
5
0
0
枚
が
現
存
し
て

い
ま
す
。
平
成
11
年
に
棚
田
と
し
て
全
国
で
初
め
て
国
の

名
勝
に
指
定
、
棚
田
百
選
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
平
成
22
年
に
は
県
内
で
初
め
て
「
国
の
重
要
文
化

的
景
観
」
に
認
定
さ
れ
、
令
和
2
年
に
「
日
本
遺
産
」
と

し
て
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　地
元
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
棚
田
を
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
と
、
棚
田
を
守
っ
て
い
る

方
た
ち
の
力
に
少
し
で
も
な
れ
ば
と
、
平
成
15
年
に
1
市

2
町
が
合
併
し
千
曲
市
誕
生
を
記
念
し
て
「
姨
捨
棚
田
」

の
こ
し
ひ
か
り
と
千
曲
市
産
大
豆
、
沖
縄
の
海
水
塩
を
使
っ

た
こ
だ
わ
り
の
味
噌
「
棚
田
」
を
寒
仕
込
み
で
作
り
、
販

売
を
始
め
ま
し
た
。

　お
い
し
い
棚
田
米
か
ら
で
き
る
味
噌
は
香
り
も
良
く
、

甘
く
深
い
味
わ
い
の
味
噌
で
人
気
商
品
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
こ
の
素
晴
ら
し
い
「
姨
捨
棚
田
」
を
多
く

の
方
が
訪
れ
、
棚
田
を
守
っ
て
い
る
方
た
ち
の
活
力
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
い
し
い
味
噌
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

〈
味
噌
蔵
た
か
む
ら  

高
村 

茂
子
〉

■ 寒仕込みそ 棚田 500g 885円
  1kg 1,728円

HPでこちらの商品を購入できます
http://www.misogura.co.jp
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読者の声

阿蘇の棚田

棚田学会副会長・研究委員長  上野 裕治

　熊本県阿蘇地域は草原景観で有名な「阿蘇

くじゅう国立公園」に含まれますが、じつは棚

田も多いのです。 ここでは今年「つなぐ棚田遺

産」に選定された阿蘇の棚田のうち二つを紹

介します。

・扇田（阿蘇郡産山村）

　棚田百選にも選定されていた棚田です。十数

枚の棚田で約1haと小規模な棚田ですが、すぐ

横に阿蘇のあか牛が草を食む放牧地の草原が

接しています。 その草原と落葉樹で構成された

里山に挟まれて扇状に連なる棚田は、遠景の阿

蘇の山並みと合わせて独特の景観を構成してい

ます。 特に草原と棚田が接する景観は、ほかで

は見られないものでしょう。 また、すぐ上流にあ

る名水で知られる山吹水源を棚田の水源とし、

とても美味しい棚田米が収穫されています。

・水掛の棚田（阿蘇市山田）

　阿蘇谷（阿蘇外輪山内の北側）唯一の棚田だ

と思われます。阿蘇外輪山の北側斜面にあり、

棚田の上部からは棚田と阿蘇五岳をあわせて

望むことができます。 長い間耕作放棄地であっ

た棚田を、熊本県内の水源涵養を目的とした

公益財団法人「水とみどりの愛護基金」が中心

となって2011年、25年ぶりに農機具メーカー

の協力や地元企業、大学等のボランティア参加

により復活させました。 現在では約3ha、30数

枚の棚田を減農薬、有機栽培、天日干しを基本

として栽培しており、これからも企業によるボ

ランティア参加は増えていきそうです。 すぐ上

流には優良な水源があり、冬水田んぼの実践と

ともに、地域の水源涵養にも貢献しています。

　阿蘇地域ではこの他に阿蘇郡高森町の宮崎

県境に近い位置にある菅山の棚田群が「つな

ぐ棚田遺産」に選定されましたが、これはまた

の機会にということで。

上：扇田  下：水掛の棚田

読
者
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
声
8
0
0
字
ま
で
、
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　読
者
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

読
者

読者

My

平成棚田  静岡県富士宮市
ふじのくに美しく品格のある邑 白糸の里   村松正章

平成棚田は「富士山に一番近い棚田遺産」
です。2月23日（富士山の日）に開催される「富
士山白糸平成棚田祭り」は、冬の寒さの中
大きな雪の富士山をバックに竹灯籠の灯りが
揺れ、それは感動的な美しい風景です。隣
接する「白糸自然公園」は四季折々の花々や
２月～３月頃の三椏の花が見事です。自動車で５分ほどの所には、源頼朝に縁の深い「富士の巻狩り」
や「曽我兄弟の仇討」で知られる「白糸の滝」があります。富士山から湧き出る滝は感動すること間
違いありません。ぜひ地域住民が守る「白糸の里」へお越しください。
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読者の声

阿蘇の棚田

棚田学会副会長・研究委員長  上野 裕治

　熊本県阿蘇地域は草原景観で有名な「阿蘇

くじゅう国立公園」に含まれますが、じつは棚

田も多いのです。 ここでは今年「つなぐ棚田遺

産」に選定された阿蘇の棚田のうち二つを紹

介します。

・扇田（阿蘇郡産山村）

　棚田百選にも選定されていた棚田です。十数

枚の棚田で約1haと小規模な棚田ですが、すぐ

横に阿蘇のあか牛が草を食む放牧地の草原が

接しています。 その草原と落葉樹で構成された

里山に挟まれて扇状に連なる棚田は、遠景の阿

蘇の山並みと合わせて独特の景観を構成してい

ます。 特に草原と棚田が接する景観は、ほかで

は見られないものでしょう。 また、すぐ上流にあ

る名水で知られる山吹水源を棚田の水源とし、

とても美味しい棚田米が収穫されています。

・水掛の棚田（阿蘇市山田）

　阿蘇谷（阿蘇外輪山内の北側）唯一の棚田だ

と思われます。阿蘇外輪山の北側斜面にあり、

棚田の上部からは棚田と阿蘇五岳をあわせて

望むことができます。 長い間耕作放棄地であっ

た棚田を、熊本県内の水源涵養を目的とした

公益財団法人「水とみどりの愛護基金」が中心

となって2011年、25年ぶりに農機具メーカー

の協力や地元企業、大学等のボランティア参加

により復活させました。 現在では約3ha、30数

枚の棚田を減農薬、有機栽培、天日干しを基本

として栽培しており、これからも企業によるボ

ランティア参加は増えていきそうです。 すぐ上

流には優良な水源があり、冬水田んぼの実践と

ともに、地域の水源涵養にも貢献しています。

　阿蘇地域ではこの他に阿蘇郡高森町の宮崎

県境に近い位置にある菅山の棚田群が「つな

ぐ棚田遺産」に選定されましたが、これはまた

の機会にということで。

上：扇田  下：水掛の棚田

読
者
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
要
望
、
感
想
や
ご
質
問
で
も
O
K
！ 

（
声
8
0
0
字
ま
で
、
レ
ポ
ー
ト
4
0
0
字
ま
で
。
写
真
も
添
え
て
）

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
二
三  

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
七
ー
一
八
ー
一
六

ト
ー
シ
ン
ハ
イ
ム
七
〇
四
号
「
棚
田
に
吹
く
風

　読
者
の
ひ
ろ
ば
」
宛

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
て
い
ま
す  

⇦hiroba@
tanada.or.jp

読
者

読者

差し換え

　

「旅と鉄道」
編集部	編

1,800円(+税)
天夢人	山と渓谷社

2021年2月

山崎晴雄・
久保純子	著

1,000円(+税)
講談社・ブルーバックス

2017年１月 ポ
ツ
ン
と
秘
境
駅

何
も
な
い
か
ら
行
っ
て
み
た
い
!

日
本
列
島
１
０
０
万
年
史

大
地
に
刻
ま
れ
た
壮
大
な
物
語

鉄
道
以
外
に
到
達
す
る
手
段
が
無
い
「
秘
境
駅
」。
秘
境
駅
と
い
う
言
葉
の

生
み
の
親
・
牛
山
隆
信
氏
に
よ
る
「
秘
境
駅
を
取
り
巻
く
世
界
感
と
は
？（
傍

点
編
集
部
）」
を
は
じ
め
、
鉄
道
旅
の
達
人
た
ち
に
よ
る
そ
の
魅
力
、
訪
問

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
行
っ
て
何
を
す
る
・
ど
う
過
ご
す
、
秘
境
駅
の
コ
ワ
イ
話
、

47
都
道
府
県
の
イ
チ
オ
シ
秘
境
駅
等
々
話
題
満
載
の
入
門
書
。「G

oogle

ス

ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
」
に
よ
る
「
お
う
ち
で
秘
境
駅
」
の
ガ
イ
ド
も
あ
り
。
巻

末
の
『
秘
境
駅
地
図
帳
』
で
棚
田
巡
り
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
の
も
良
し
。

N
H
K
の
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
の
お
か
げ
で
地
形
・
地
質
を

見
て
そ
の
成
り
立
ち
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
番
組
に
解
説
者
と
し
て
出
演
経
験
の
あ
る
著
者
（
山

崎
氏
）
が
最
初
に
今
の
日
本
列
島
の
形
は
第
四
紀
後
半
に

形
作
ら
れ
た
と
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
著
者
二
人
で
日
本
各
地
の
様
々
な
地
形
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
き
た
か
を
地
域
別
に
説
明
さ
れ
て
い
て
、
身

近
な
自
然
と
し
て
の
「
地
形
」
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
あ
り
、
自
然
災
害
・
防
災
対
策
に
関
心
を
高
め
ら
れ

る
本
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

総
会
レ
ポ
ー
ト 

	
 

水
野  

晴
美

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
今
年
も
総
会
＆
ミ
ニ
講
演
会
＆
会
員
交
流
会
は
リ
モ
ー
ト
開

催
。
通
常
開
催
だ
と
東
京
ま
で
の
時
間
や
費
用
を
考
え
る
と
簡
単
に
参
加
は
難
し
い

で
す
が
、
リ
モ
ー
ト
で
す
か
ら
全
国
津
々
浦
々
、
会
員
な
ら
ば
誰
で
も
参
加
可
能
。

お
名
前
は
お
聞
き
し
て
い
た
け
れ
ど
こ
ん
な
お
顔
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
ね
ー

な
ん
て
、
今
ま
で
と
は
違
う
親
近
感
が
湧
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
さ
ん
の
中
で
は
、
今
ま
で
ネ
ッ
ト
と
は
無
縁
で
通
し
て
き
た
が
P
C

を
購
入
し
頑
張
っ
て
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ら
し
た
と
の
事
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

な
お
報
告
と
し
て
は
、
今
総
会
を
期
に
新
代
表
理
事
に
杉
山
行
男
さ
ん
、
新
副
代
表

理
事
に
相
田
明
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
る
中
島
峰
広
さ
ん
は
、
今
後
も

名
誉
代
表
と
し
て
会
を
支
え
る
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
新
体

制
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
講
演
会
は
、
中
島
峰
広
先
生
の
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
関
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「
棚
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と
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つ
な
ぐ
棚
田
遺
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の
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と
棚
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百
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の
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か
所
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つ

な
ぐ
遺
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等
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棚
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る
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い
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が
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も
に
、
貴
重
な
お
話
を
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山
の
方
が
聞
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
リ
モ
ー
ト
な
ら

で
は
と
思
い
ま
し
た
。

○
会
員
交
流
会

　

昼
間
で
す
か
ら
さ
す
が
に
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
参
加

さ
れ
る
方
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
普
段
で
は
お
会
い
で
き
な
い
全
国
の
方
々
の

取
り
組
み
を
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
伺
い
出
来
た
の
が

と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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5
月
29
日
に
W
e
b
で
行
わ
れ
た
総
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

の
理
事
会
に
お
い
て
、
中
島
先
生
か
ら
代
表
退
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
、

互
選
に
よ
り
私
が
代
表
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
1
9
5
0
年
5
月
生
ま
れ
で
、
出
身
は
青
森
県
八
戸
市
で
す
。
仕
事
は
阿
蘇
・

久
住
や
阿
武
隈
・
八
溝
山
系
の
草
地
開
発
や
圃
場
整
備
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
土
地
改

良
の
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
島
先
生
と
の
出
会
い
は
、
岐
阜
県
の
坂
折
棚
田
の
整
備
を
担
当
し
て
い
た
こ
ろ
、

地
元
で
整
備
か
保
全
か
で
議
論
し
て
い
た
時
、
恵
那
市
役
所
に
整
備
保
全
検
討
委
員

会
を
設
け
、
中
島
先
生
に
委
員
長
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
通
常
、
役
所
が
設
置
す
る
委
員
会
は
、
根
回
し
を
し
形
式
的
に
結
論
を
出
す
の

が
多
い
な
か
で
、
先
生
は
、
農
家
の
代
表
に
怒
鳴
ら
れ
な
が
ら
も
調
整
を
さ
れ
、
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
整
備
・
保
全
を
図
る
構
想
案
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
形

に
合
わ
せ
た
圃
場
整
備
や
、
農
道
・
水
路
だ
け
を
整
備
す
る
事
業
、
何
も
せ
ず
そ
の

ま
ま
保
全
す
る
エ
リ
ア
、
東
屋
や
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
な
ど
現
在
の
坂
折
棚
田
の
姿

の
原
型
と
い
え
る
も
の
で
す
。
工
事
の
完
成
に
合
わ
せ
、
第
9
回
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を

恵
那
市
で
開
催
し
、
皆
様
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
先
生
に
は
い
ろ

い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
、
棚
田
の
持
つ
様
々
な
面
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
米
寿
を
迎
え
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
、
代
表
退
任
後
も
名
誉
代
表

に
就
任
さ
れ
、
引
き
続
き
棚
田
博
士
と
し
て
全
国
の
棚
田
の
研
究
や
私
た
ち
の
指
導

を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
全
国
の
棚
田
も
サ
ミ
ッ
ト
で
訪
れ
る
程
度
で
す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
関

わ
る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
高
齢
化
や
後
継
者
の
問
題
等
棚
田
地
域
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
「
棚
田
の
応
援
団
」
と
し
て
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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誌上添削

解答例：女子高生藍の浴衣にスニーカー

浴
衣
着
て
ス
ニ
ー
カ
ー
な
り
女
子
高
生

■ 

ヒ
ン
ト

「
浴
衣
」で「
着
る
」は
要
り
ま
せ
ん
ね

※

解
答
は
下
記 

【
次
回
募
集
は
8
月
末
日
】

ホ
ト
ト
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風
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よ
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ま
い

風
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る 

笑
顔
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シ
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シ
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ー
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と
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芋
の 
苗
植
え
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浴
衣
着
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と
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上
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反
戦
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豊
島
区

　

 

小
川
順
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深
呼
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マ
ス
ク
片
手
に 

森
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空
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共
に
晴
れ
よ
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見
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心
地
よ
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稲
面
を
揺
ら
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あ
ら
し

我
先
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芝
を
お
し
の
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庭
の
草

 

所
沢
市

　上
久
保
郁
夫
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川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

石部棚田で昔ながらの米づくり
静岡県松崎町

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

雨の中「田植え体験」を実施

「かえるの卵を探そう！」
「棚田ビオトープ田植え」開催

田んぼ準備〜田植え

Project Report
プロジェクトレポート

　春の水溜りに卵を産むヤマアカガエルの卵塊を探す「第15回かえるの卵を
探そう！」を七十二候の「雀

すずめはじめてすくう

始 巣」の頃、３月21日春分の日に開催しました。
参加者数５名（大人２名、子供３名）でした。天候に恵まれ、棚田を歩くに
はちょうど良い気候で、この日、89個の卵塊を見つけました（その後、２回
の追調査の結果、今季は合計143個となりました）。七十二候の「蚕

かいこおきてくわをはむ

起食桑」
頃、５月23日に田植えを行いました。参加は岐阜県立国際園芸アカデミーの
学生23名。棚田ビオトープの水の中にはヤマアカガエルのオタマジャクシが
多くいます。田植え中、オタマジャクシが脚に触れるので、皮膚を食べる小
さい魚「ドクターフィッシュ」のようだ、と喜んでおりました。
　これまで棚田ビオトープの田起こし、管理をして頂いていた方が、今年で
棚田作業をリタイアされたことから、棚田ビオトープの水張りを心配してお
りましたが、結果、恵那市坂折棚田保存会の協力を得ることができました。
最後になりましたが、これまでの管理、本当に有難うございました。（相田  明）

4/16 ～ 17日に代搔きを行いました。1日目はボランティア8名で順調に4枚
を掻いたのですが、耕耘機のギヤ部をまたまた破損してしまい、翌日早朝6時
からスタッフ2名で、鍬で土を崩して足で踏み込むという昔ながらの代搔きを

行い4時間半をかけて、何とか残りの4枚の田んぼに水を張り
ました。4月30日のGW突入の週末、畦塗りでは、ボランティ
ア13名も集まってくれて、無事1日で作業完了。 そして5月
21 ～ 22日で田植えを行いました。1日目は道中ずっと雨模
様でしたが、参加者が集まり始めると、雨がパタっとやんで、
暑くも寒くもないちょうど良い陽気に。参加者15名でファミ
リーでの参加もあり、子供たちの笑い声も響いて賑やかな田
植えとなりました。2日目は、一転して快晴で親子お二人の参
加があり、大小2枚の田んぼを植えました。次回は、7月2 ～
3日に草刈り・草取りを予定しています。 （高桑 智雄）

　千葉県鴨川市川代柿ノ木代棚田での体験プログラムは、昨年と同じ田んぼ2
枚を借りてオーナー行事に合わせ現地集合方式で実施します。田植え体験は５
月１日に中島代表含め６名で実施しました。農林水産省の「つなぐ棚田遺産」
に選定されて初めての田植えで、あいにくの雨模様にもかかわらず、これまで
で最も多い240名ものオーナーさんが参加され、初めての田植えの参加者も多
く、「苗は2 ～ 3本を鉛筆を持つように植えて」との農家の声があちこちから
聞こえ、活気にあふれる田んぼとなりました。
　田植え後の食事は、雨のため集会所の中で地元手作りのタケノコ弁当をいた
だきました。新型コロナウイルス感染状況の中にあっても、対策を講じて実施
すればできるとの地元の皆さんの思いを感じました。今年も大きな災害もなく
無事稲刈りを迎えられるよう祈りつつそれぞれ帰路につきました。
　草刈り、脱穀や収穫祭等についても希望者があれば参加していきますので、
皆様の積極的な参加をお待ちしています。  （杉山行男・小川順子）
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